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本件照会先

文部科学省研究開発局原子力計画課長 中原 徹

課長補佐 福井俊英

ＴＥＬ ６７３４－４１５９ 内線４５４０・４５４２

平成１９年度文部科学省原子力関連経費の政府予算案について

平 成 1 8 年 1 2 月 2 5 日

文部科学省研究開発局

（億円）

平成１８年度 平成１９年度 前年度比

予算額 政府案

全 体 ２，６６４ ２，６２１ ▲４３ ９８．４％

うち、

▲３０ ９７．５％一般会計 １，１７１ １，１４２

▲１３ ９９．１％エネルギー対策特別会計 １，４９２ １，４７９

▲６ ９８．３％電源立地対策 ３２４ ３１８

▲７ ９９．４％電源利用対策 １，１６９ １，１６１

（参考）

日本原子力研究開発機構

▲１２ ９８．６％一般会計 ８１３ ８０１

１２ １０１．１％特別会計 １，０８４ １，０９６

１ １００．０３％合計 １，８９７ １，８９７

※端数を四捨五入している関係で計数が合わない場合がある。
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１．基本的な考え方

、 、原子力研究開発は エネルギー資源に乏しい我が国の存立基盤にかかわるものであり

長期的な視点に立った着実な取組みが必要である。

平成１７年１０月に原子力委員会が策定し、政府全体の原子力政策の基本方針として

尊重すべき旨閣議決定された「原子力政策大綱 （以下「大綱」という ）を着実に推進」 。

する。具体的には、高速増殖原型炉「もんじゅ」をはじめとする高速増殖炉サイクルに

関する研究開発や ＩＴＥＲ計画等の核融合エネルギー研究開発 大強度陽子加速器 Ｊ、 、 （

－ＰＡＲＣ）計画・重粒子線がん治療等の量子ビームテクノロジーなど先端的な原子力

科学研究等を確実に推進するとともに、我が省の所管する研究機関の保有する原子力施

設の廃止措置及び放射性廃棄物の処理処分については、長期的観点から計画的かつ安全

に実施する。その際には、経済産業省をはじめとする関係省庁と十分に連携・協力を行

う。

また、原子力の研究開発を進めるにあたっては、原子力施設の安全確保や災害対策に

万全を期し、周辺住民等の安心を得ることが不可欠であり、原子力の安全確保・防災対

策及び保障措置の着実な実施や原子力に対する理解増進等の取組みを行う。

さらに、原子力の研究･開発･利用の基盤整備のため、国際協力や人材育成に係る取組

みを行う。

なお 「行政改革の重要方針 （平成１７年１２月２４日閣議決定）及び「簡素で効率、 」

的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律 （平成１８年６月２日公布・施」

行）に基づき、電源開発促進対策特別会計については、平成１９年度中に石油及びエネ

ルギー需給構造高度化特別会計と統合することとなっているため、平成１９年度政府原

、 （ ） 。案においては 統合された新特別会計 エネルギー特別会計 による計上となっている

なお、新特別会計への統合に当たっては 「行革推進法」等の趣旨を踏まえ、特に各事業、

の必要性･効率性等を厳に見直し、高速増殖炉サイクルに関する研究開発などへの事業の

重点化と歳出の合理化を図ったところである。

２．平成１９年度予算案のポイント

○高速増殖炉（ＦＢＲ）サイクル技術に関する研究開発の推進（国家基幹技術）

４００億円（３６８億円）

高速増殖炉（ＦＢＲ）サイクルの早期実用化に向けた研究開発を一層加速する。ま

た、高速増殖原型炉「もんじゅ」の運転再開を目指し、工事確認試験、プラント全体
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の確認試験等を行う。

・高速増殖炉サイクル実用化研究開発 ６５億円（６億円）

「高速増殖炉サイクルの研究開発方針 （平成１８年１０月科学技術学術審議会研究」

計画・評価分科会原子力分野の研究開発に関する委員会）にしたがい、ＦＢＲサイク

ル技術の実用化に向けた研究開発を推進する。

・高速増殖原型炉「もんじゅ」 １９１億円（２２０億円）

高速増殖炉サイクル技術の確立に向けた研究開発の場の中核である「もんじゅ」に

ついては、早期の運転再開を目指し、改造工事終了後の工事確認試験、長期停止状態

にある設備機器の復旧機能等の健全性の確認を含むプラント確認試験等を行う。

○高レベル放射性廃棄物処分技術研究開発 ８９億円（９０億円）

地層処分基盤研究施設等において、地層処分技術の信頼性向上、安全評価手法の高

度化の研究等を進めるとともに、これらの研究開発の成果を適切に知識管理し、最新

の知識体系として整備・維持する。また、瑞浪超深地層研究所、幌延深地層研究所に

おいて立坑掘削工事を継続する。

○原子力施設の耐震強化対策 １５億円（新規）

「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針 （改訂）等を踏まえ、プルトニウム燃」

料施設、再処理施設の安全上重要な設備・機器等の耐震補強工事を行う。

○核融合エネルギー研究開発の推進

将来のエネルギー源の1つの有望な選択肢である核融合エネルギーの実現に向けて、

「ＩＴＥＲ計画」及び「幅広いアプローチ」を国際協力により推進する。また、日本

原子力研究開発機構や核融合科学研究所を中心として、大学とも連携しつつ、JT-60や

大型ヘリカル装置（ＬＨＤ)等を用いた先進的なプラズマ研究、炉工学研究等を推進す

る。

・ＩＴＥＲ計画の推進 ５４億円（１４億円）

「ＩＴＥＲ計画」や「幅広いアプローチ」については、本年１１月にＩＴＥＲ協定

、 。 、の署名 幅広いアプローチ協定案の仮署名が行われたところである 平成１９年度は
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ＩＴＥＲの建設活動や幅広いアプローチが本格化する予定であり、我が国が分担する

ＩＴＥＲの機器の製作や、幅広いアプローチの研究施設・設備の整備等を着実に進め

る。

○先端的な原子力科学技術の推進 ８３３億円（８９８億円）

「大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）計画」等の量子ビーム研究開発等、研究開発

法人や大学等における研究・開発を推進し、エネルギー分野の原理的知見を提供する

とともにライフサイエンス、材料科学、環境保全等に広く貢献する。また、次世代の

原子力システム研究開発を産学官の連携により推進する。

（加速器研究開発）

・大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）計画の推進

２６８億円（３００億円）

世界最高レベルのビーム強度を持ち、物質・生命科学、原子核・素粒子物理学など

の基礎研究から各種の産業利用に至る幅広い分野での活用が期待される大強度陽子加

速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）の建設・整備を着実に推進する。

（次世代の革新的原子力技術）

・原子力システム研究開発委託費 ５２億円( ６３億円）

、 、革新的原子力システムの実現に資する研究開発について 競争的資金制度を適用し

国が推進すべきと評価した原子炉技術や燃料サイクル技術等の研究開発を行う特別推

進分野及びその候補となる研究開発を行う基盤研究開発分野を実施する。

（材料照射試験炉）

・材料照射試験炉（ＪＭＴＲ）の改修と再稼働 １５億円（新規）

日本原子力研究開発機構の材料照射試験炉（ＪＭＴＲ）の設備保全対策を中心とし

た改修を行い、安全・安定かつ効率的な運転により軽水炉の安全性に関する研究等の

推進に貢献する。

（原子力試験研究費）

・原子力試験研究費 １０億円（ １３億円）

各省所管の試験研究機関等における原子力試験研究に係る経費を文部科学省に一括
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計上しており、原子力委員会による研究テーマの事前・中間・事後の評価を徹底し、

原子力から発展して科学技術全般への波及効果を通じ、社会・経済の発展に寄与する

先端的・先導的な研究を引き続き重点的に実施する。

また、このうち、複数の研究機関のポテンシャルを有機的に結集して取り組む必要

がある課題については、総合的研究（クロスオーバー研究）として研究機関間の積極

的な研究交流のもとに研究開発を実施する。

○放射線利用に関する研究開発の推進 １４１億（１４５億）

、 、 。医療 工業 農業等の幅広い分野での研究開発を進めつつ放射線利用の推進を図る

・重粒子線がん治療研究の推進 ５５億円（５５億円）

高度先進医療としての重粒子線がん治療を進めるとともに、膵がん等の難治がんの

治療法開発に向けた臨床試験の展開や、より効果的・効率的な治療を目指した最適な

照射法（次世代照射システム）の開発研究などを推進する。

○原子力の安全確保・防災対策及び保障措置の着実な実施

・六ヶ所再処理施設をはじめとする原子力施設に対する保障措置の実施

２７億円（ ２６億円）

核不拡散条約（ＮＰＴ）及び同条約に基づく国際原子力機関（ＩＡＥＡ）との保障

措置協定等の国際約束を履行するため、原子炉等規制法に基づき保障措置を着実に実

施する。

・原子力空母横須賀港配備に伴う対応 ３億円（新規）

平成２０年に予定されている米国原子力空母の横須賀港配備に伴う放射能調査体制

の強化のために、モニタリングポストの増設及び緊急時における放射能調査のための

拠点整備を行う。

○原子力の人材育成・原子力やエネルギーに関する教育環境整備

・原子力分野の人材育成プログラム ２億円（新規）

２０３０年代の既設原発のリプレース、２０５０年までの高速増殖炉サイクルの実

用化、原子力技術の安全性･信頼性への要請といった課題も見据え、継続的に原子力分

野の研究･開発･利用に係る人材育成を強化するため、大学･大学院･高等専門学校にお
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ける教育研究活動を支援する。

（ ）・原子力・エネルギーに関する教育支援事業交付金制度等の運用 １２億円 １２億円

都道府県が実施する原子力やエネルギーに関する教育への取組みを支援する原子力

・エネルギーに関する教育支援事業交付金制度等の着実な運用を図る。平成１９年度

においては、原子力・エネルギーに関する教育支援事業交付金制度において、高等学

校における原子力人材育成推進に係る支援制度を創設する。



〈　総　表　〉

債 4,047 債 17,583 債 13,536
一　般　会　計 117,149 114,164 ▲ 2,985

債 3,316 債 829 債 ▲ 2,486
エネルギー対策特別会計 149,218 147,930 ▲ 1,288

債 0 債 8 債 8

電源立地対策 32,368 31,813 ▲ 556

債 3,316 債 821 債 ▲ 2,495

電源利用対策 116,850 116,118 ▲ 732

債 7,363 債 18,412 債 11,049
合　　　　計 266,367 262,095 ▲ 4,273

　　
    

   〈日本原子力研究開発機構〉

債 2,747 債 17,412 債 14,665
一般会計 81,297 80,132 ▲ 1,165

債 3,316 債 821 債 ▲ 2,495
特別会計(利用対策) 108,370 109,596 1,225

債 6,063 債 18,233 債 12,170
合　　　　計 189,667 189,728 60

　　　　　　　（注）・四捨五入の関係で合計が一致しないところがある

原子力関係予算案
平成19年度文部科学省

99.1%

98.3%

99.4%

98.4%

備考

対前年度
比較増▲減

備考

対前年度比
97.5%

対前年度比

対前年度比

事  　　    項

　　　　　　　　　　・エネルギー対策特別会計の数字は一般会計への繰入、諸出金、予備費、
　　　　　　　　　　　及び国債整理基金特別会計への繰入を除いた額。

平成 18年 12月

文 部 科 学 省

単位：百万円

 債：国庫債務負担行為限度額

平成18年度
予  算  額

平成19年度
予　算　案

事  　　    項 平成18年度 平成19年度 対前年度
予  算  額 予　算　案 比較増▲減

対前年度比
100.03%

単位：百万円

 債：国庫債務負担行為限度額

対前年度比
98.6%

対前年度比
101.1%
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〈　一般会計　〉
　　       単位：百万円
 　　        債：国庫債務負担行為限度額

1-1.独立行政法
  人日本原子力
  研究開発機構
  運営費

61,989 58,768 ▲ 3,221 対前年度比 94.8%

債 2,747 債 12,405 債 9,658
1-2.独立行政法
  人日本原子力
  研究開発機構
  施設整備費

18,066 18,292 226 対前年度比 101.2%

債 0 債 5,007 債 5,007
1-3.国際熱核融
　　合実験炉研
　　究開発費補
　　助金

1,241 3,072 1,830 対前年度比 247.4%

債 2,747 債 17,412 債 14,665
　　合計 81,297 80,132 ▲ 1,165 対前年度比 98.6%

2-1.独立行政法
　　人放射線医
　　学総合研究
　　所運営費

13,140 12,851 ▲ 289

対前年度比 97.8%

債 1,300 債 0 債 ▲ 1,300
380 364 ▲ 16 対前年度比 95.8%

債 1,300 債 0 債 ▲ 1,300

合計 13,520 13,215 ▲ 305 対前年度比 97.7%

3.原子力試験研
　究費

1,273 1,019 ▲ 255 対前年度比 80.0%

６省１８機関分 1,019 (1,273)

一括計上

うち
　・先端的基盤研究 867 (1,092)

　・総合的研究 152 (182)

2-2.独立行政法
　　人放射線医
　　学総合研究
　　所施設整備
　　費

予  算  額 予　算　案
備　　　　　　考事   項 平成18年度 平成19年度 対前年度

比較増▲減
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債 0 債 171 債 171
4．文部科学本
　省(内局等)

4,390 4,780 390 対前年度比 108.9%

債 171 債 (0)
１．原子力の安全確保・防災対策 1,536 (1,345)

・原子力の安全・防災対策 117 (139)

債 171 債 (0)
・放射能調査研究等 1,224 (1,030)

債 171 債 (0)
293 (0)

２．保障措置の実施 2,687 (2,569)

３．人材の養成と確保 71 (94)

・原子力関係者の海外派遣 65 (86)

・原子力技術者の国内研修 6 (8)

４．国際熱核融合実験炉計画推進

・国際核融合エネルギー機構分担金

224 (159)

5．大学共同利
　　用機関法人
　　運営費等

16,670 15,020 ▲ 1,650 対前年度比 90.1%

１．核融合科学研究所 6,109 (6,011)

２．高エネルギー加速器研究機構 8,910 (10,658)
　　(大強度陽子加速器計画分)

債 4,047 債 17,583 債 13,536
117,149 114,164 ▲ 2,985 対前年度比 97.5%

対前年度
比較増▲減

事   項 平成18年度 平成19年度

合計

(うち原子力空母横須賀港配備に
 伴う対応)

予  算  額 予　算　案
備　　　　　　考
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〈　エネルギー対策特別会計　〉
　　     単位：百万円
 　　      債：国庫債務負担行為限度額

Ⅰ．電源立地対策

１．電源立地対策費 32,240 31,693 ▲ 548

2,753 2,110 ▲ 644

○原子力・エネルギーに関する教育への取組
722 (787)

○高速増殖原型炉「もんじゅ」に係る広報への取組

180 (139)

7,095 6,765 ▲ 331
○放射能分析確認調査 1,744 (1,766)

1,130 (1,139)

○海洋調査、データ解析 555 (527)

2,894 2,490 ▲ 404
○電源地域産業育成支援補助金 180 (214)

○電源地域振興促進事業費補助金

2,100 (2,400)

○原子力発電施設等安全対策等研修事業費補助金

210 (280)

7,005 7,585 579

2,567 2,993 426

○広報・安全等対策交付金 362 (256)

○放射線利用・原子力基盤技術試験研究推進交付金

1,546 (1,341)

○リサイクル研究開発促進交付金

596 (550)

○原子力・エネルギーに関する教育支援事業交付金

483 (415)

9,559 9,359 ▲ 200

○放射線監視等交付金 4,638 (4,638)

○大型再処理施設当放射能影響調査交付金

3,780 (3,980)

○原子力発電施設当緊急時安全対策交付金

941 (941)

(7)国際原子力機関
　 等拠出金 367 391 25

債 8 債 8
２．その他

128 120 ▲ 8

債 8 債 8

小計 32,368 31,813 ▲ 556 対前年度比 98.3%

比較増▲減

(1)電源立地等推進
   対策委託費

(2)原子力施設等防
　 災対策等委託費

事   項 平成18年度 平成19年度

(4)電源立地地域対
　 策交付金

(5)電源立地等推進
   対策交付金

(6)原子力施設等防
   止対策等交付金

(3)電源立地等推進
   対策補助金

○緊急時迅速放射能影響予測
ネットワークシステム調査等

予  算  額 予　算　案
備　　　　　　考対前年度
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Ⅱ．電源利用対策

99,849 104,456 4,607 対前年度比 104.6%

債 3,316 債 821 債 ▲ 2,495

8,522 5,140 ▲ 3,382 対前年度比 60.3%

３．技術開発等 8,448 6,496 ▲ 1,952

○革新的原子力システム技術開発(公募型)

435 (1,301)

○原子力システム研究開発(公募型)

5,205 (6,267)

○原子力分野の人材養成 150 (0)

４．その他 32 25 ▲ 6

債 3,316 債 821 債 ▲ 2,495
116,850 116,118 ▲ 732 対前年度比 99.4%

債 3,316 債 829 債 ▲ 2,486
149,218 147,930 ▲ 1,288 対前年度比 99.1%

合計

予  算  額 予　算　案
備　　　　　　考平成18年度 平成19年度 対前年度

比較増▲減

小計

１．独立行政法人
　　日本原子力研
　　究開発機構運
　　営費

2．独立行政法人
　 日本原子力研
　 究開発機構施
   設整備費

事   項
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〈参考：独立行政法人日本原子力研究開発機構関係予算一覧〉
　　※運営費交付金中の推計額を含む 　　     単位：百万円

 　　      債：国庫債務負担行為限度額

債 2,747 債 17,412 債 14,665
Ⅰ．一般会計 81,297 80,132 ▲ 1,165 対前年度比 98.6%

１．運営費交付金 61,989 58,768 ▲ 3,221

(1)核融合研究費
3,665 (4,306)

5,413 (4,711)

   大強度陽子加速器の整備・開発

2,452 (1,278)

(3)安全・核不拡散研究費 980 (1,140)

2,801 (3,686)

(5)原子力基礎工学研究費 5,277 (5,251)

・ＪＭＴＲ設備更新費 1,500 (0)

(6)先端基礎研究費 307 (359)

(7)連携強化・社会要請対応活動費

6,683 (7,396)

債 2,747 債 12,405 債 9,658
２．施設整備費補助金 18,066 18,292 226

(1)大強度陽子加速器の開発 15,446 (17,388)

債 12,405 債 (0)
(2)ITER関連施設整備費 2,086 (0)

債 0 債 5,007 債 5,007
３．国際熱核融合実験
　　炉研究開発費補助
　　金

1,241 3,072 1,830

予  算  額 予　算　案
備　　　　　　考

(2)量子ビーム応用研究費

(4)廃止措置・放射性廃棄物
　 処理処分研究開発費

事   項 平成18年度 平成19年度 対前年度
比較増▲減
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債 3,316 債 821 債 ▲ 2,495

Ⅱ.エネルギー
　 対策特別会計
 (電源利用対策)

108,370 109,596 1,225 対前年度比 101.1%

１．運営費交付金 99,849 104,456 4,607

(1)高速増殖炉サイクル研究開発費

32,685 (28,733)

・「もんじゅ」研究開発費 15,239 (16,739)

・「常陽」研究開発 3,199 (2,870)

・高速増殖炉サイクル実用化研究開発

6,500 (554)

・プルトニウム燃料施設操業費 4,266 (4,511)

(2)高レベル廃棄物処分技術研究開発費

8,390 (7,490)

1,631 (1,650)

(4)再処理技術開発費 9,732 (10,763)

(5)安全・不拡散研究費 1,298 (1,334)

9,033 (9,026)

(7)連携強化・社会要請対応活動費

6,404 (3,721)

債 3,316 債 821 債 ▲ 2,495
２.施設整備費補助金 8,522 5,140 ▲ 3,382

債 6,063 債 18,233 債 12,170
189,667 189,728 60 対前年度比 100.03%

予  算  額 予　算　案
備　　　　　　考平成19年度 対前年度

比較増▲減
平成18年度

合計

事   項

(3)原子力システムフロンティア
　 研究開発費

(6)廃止措置・放射性廃棄物
　 処理処分研究開発費
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